
開講年次 単位 時間 実務経験

２年次 1 15 有

授業概要

回数 授業方法

1 講義

2

3

4

5

6

7

8

テキスト

評価方法

先修条件

　　　（２）告知と受けとめへの援助

　Ⅰ.　排泄機能障害時の看護

専門分野Ⅱ 成人看護学

授業科目 成人看護学援助論Ⅳ 必修

　　身体各機能障害が、生命や生活にどのように影響を与えているかを理解し、
　その健康障害に応じた援助方法の知識と技術を学ぶ。主に排泄機能障害・
　性機能障害・自己免疫調節機能障害のある患者の看護実践に必要なアセス
　メント・看護介入について学ぶ。

授業計画・授業内容

　

　　１.　大腸がん患者の看護援助

　　　（１）人工肛門の適応

担当責任者

德本　裕有

　　１.　膠原病の特徴と看護

　　　（３）セルフケア行動獲得への援助

　　　（４）退院に向けての援助

　　２.　膀胱がん患者の看護　＜尿路変向術を受ける患者の看護＞

　Ⅱ.　性機能障害時の看護

　　１.　子宮がん患者の看護

　　２.　前立腺がん患者の看護

　Ⅲ.　自己免疫機能障害時の看護

　成人看護学[５]消化器／医学書院　　　　成人看護学[８]腎・泌尿器／医学書院
　成人看護学[９]女性生殖器／医学書院　　成人看護学[１１] ｱﾚﾙｷﾞｰ・膠原病／医学書院

　筆記試験

　基礎看護学９科目・成人看護学概論の履修

　　２.　関節リウマチ患者の看護

　試験


